
校 長 伊藤慎悟 

ドリルタイム また来てください！  

 

応援隊の皆さん、これからもたくさ

ん来てください！子どもたちが待って

います。 

 

だ 

 

 

 

  

新たな決意を ～新年書初め会～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

明けましておめでとうございます。今年もどうぞよろしくお願いたします。  

元旦から能登半島地震や羽田の飛行機事故などがあり、「命の尊さ」について考えさせられ

るスタートになりました。震災等で犠牲になられた多くの皆様のご冥福と、今も避難生活を強い

られている皆様のご健康、そして１日も早い復興を心よりお祈りいたします。 

９日の始業式では、「今年１年みんなが健康で過ごすこと、自分を大切にすること、そして周り

の人を大切にする、そんな大社っ子、大社小学校でありたい。」と話をしました。 

１１～１２日には、３名の講師さんをお迎えして、３年生以上が書初めを行いました。子どもたち

は体育館いっぱいに広がり、自分が選んだお手本を横に置いて、一文字一文字を真剣に書いて

いました。大社小出身の保護者の皆さんも、小学生のときはこのお手本を見ながら寒い体育館

で書初めに取り組んだ思い出があると思います。伝統は引き継がれ、今年も子どもたちは新年

の新たな思いを大筆に込めて表現しました。ここで書いた作品は県の書初め展に出品したり、2

月の授業公開日に展示したりします。 

 

 

大社小学校の特色ある活動の一つである「ドリルタイム」 

子どもたちはプリントの問題を解いて、前に並んだ大社っ子 

応援隊の方々に丸を付けてもらいます。早く丸をもらおうと、 

友達と競いながら問題を解く楽しさを感じたり、やさしく教 

えてもらったり励ましてもらったりしながら、４５分間集中して 

取り組んでいます。今回、１年生は１５枚の算数シートを、２年生はフラッシュカードや時間計測な

どの九九の暗唱に挑戦しました。最後は、子どもたちが感想を発表したり、応援隊の方々にお礼

を言ったりして応援隊の皆さんに感謝の気持ちを伝えます。学力の向上だけでなく、学習での交 

                                                流をとおして、子どもたちが登下校時 

に応援隊さんとあいさつを交わした

り                                               り、ふるさと愛につながったりするこ 

とも期待しています。 

 

 

 

～かがやく瞳と笑顔の子～  令和６年１月２２日 
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大社小ブログ 



《 むかしのあそび １年生が応援隊さんと一緒に 》 

 

 

 

 

 

 

５年生がフィンランド、ブラジル、アイルランドから来日されている３名の国際交流員さんと交流

しました。今回の交流員さんは、子どもの頃に来日経験があったり、ゲームやアニメなどの日本

文化に影響を受けたりして日本に興味をもち、日本語をもっと勉強したいと思って来日されてい

ました。現在は、通訳や翻訳の仕事をしながら出雲で生活されています。 

前半は、３名の方からそれぞれ出身国の特徴、日本の好きなところや良いところなどを話して

もらいました。世界地図を見て、３つの国がどこにあり、日本から飛行機で何時間かかるのか、人

口はどのくらいなのか、どんなものが有名なのかなど、子どもたちはメモを取りながら聞き、質問

をしました。日本の良さについては、宅配が速い、食べ物がおいしい（お寿司、ラーメンなど）、コ

ンビニがたくさんある、電車の時刻が正確、ゲームやアニメ、歌舞伎、神社などの日本文化が紹

介されました。アイルランドの方のお話で、日本で困ることの一つが日本の夏の強烈な蒸し暑さ、

もう一つはゴキブリでした。アイルランドにはゴキブリのような大きい虫はいないそうです。 

後半は、クリスマスに関する折り紙を折ったり、体育館でドッジボール型のゲームをしたりしまし

た。国際交流員さんからは、「いろいろな国がありそれぞれの文化や言語がある」、「見た目や国

籍で決めつけない」、「外国語（英語）をしっかり勉強してほしい」などのメッセージがあり、「言

語を学ぶと視野が広がり、今までとは違った自分を実感できる」とのお話もありました。 

子どもたちが、この体験をとおして自分の視野を広げていくきっかけにしていけたらと思います。 

 

 

体育館にお手玉、けん玉、あやとり、めんこ、こま回し、 

おはじきの６つのコーナーが用意され、１年生が名人さ 

ん（応援隊）と一緒に昔の遊びを体験しました。名人さ 

んからやり方を教わりながら遊んでいるうちにコツを覚 

え、見る見る上達していく姿がたくさん見られました。中 

には初めから名人級の子どもたちもいて、会場は賑や 

かで活気ある雰囲気に満ちあふれていました。 

ここでも応援隊の皆さんが大活躍。 地域のすばらし 

い教育力に育まれて、子どもたちは成長していきます。 

《 国際交流員さんを迎えて多文化を知る ５年生総合的な学習の時間 》 

第６６回出雲市陸上競技大会 大社小が大活躍！ 》 

・こまの名人さんは、こまの音がなっていなかったし、まっすぐ

立っていました。横に投げてから強く引っ張ると長く回りま

した。あんなふうになれるように練習したいです。 

・けんだまは、落ちないように入れるのが難しかった。こつは、

ひざを使うことです。 

・お手玉で、手の甲にお手玉を投げて、乗せるのがむずかし

かった。歌って投げるやり方もありました。 

・あやとりで、名人さんがつくるのがはやくてびっくりしまし

た。ダイヤがつくれてうれしかったです。 

・おはじきは初めて聞いたルールがあってびっくりしました。 

・めんこで風をおこすのがわかりました。みんなで楽しく遊べ

ました。教えてもらったらいっぱい取れました。 

 


